　Ⅰ－２　ネット上のいじめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　学年・教科等　高等学校　ホームルーム活動
２　本時の目標

⑴　他人への誹謗中傷や他人の映像等を無断でネット上に流す行為の影響の大きさを理解する。
⑵　問題が起こったときの適切な対応の仕方を知る。　

３　準備

パソコン、プロジェクタ，ワークシート，別紙資料
４　展開

	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　掲示板やブログ，プロフ等についての知識を確認し，ワークシートの１に○を付ける。
	○掲示板やブログ，プロフ等について簡単に説明し，これらに関する知識や書き込みをした経験の有無などを確認し，生徒の実態を把握する。

	２　本時の課題を知る。
　　　

３　ビデオ教材を見て，考えたことをワークシートの２と３に記入する。
⑴　事例４の始め（21:34）から掲示板にクラスの女子の悪口を書き込む場面（23:40）までを視聴し，ワークシートの２に感じたこと記入する。

⑵　書き込みがエスカレートし，事件が発覚する場面（27:59）までを視聴し，ワークシートの３に感じたことや考えたこと記入する。

４　ワークシートの２と３で記入したことをグループで話し合い，グループの意見を発表する。問題点を確認し，トラブルを起こさないためにはどのような意識が必要か学級全体で話し合う。
５　実際に起こった事例を知る。
６　掲示板等への書き込みが原因で発生した問題への対処法を知る。
	○他人への誹謗中傷や他人の映像等をネット上に流す行為の影響の大きさについて考える。
○文部科学省エル・ネット・システム
http://www.elnet.go.jp/elnet_web/portalTop.do
９ch情報モラル

「ちょっと待って，ケータイ」【子供向け】
事例４『学校裏サイトの闇』
・掲示板に書き込んだきっかけや，友人たちが書き込みに乗ってきたときの気持ち，自分のことを書かれたときの気持ちなどについて考えさせる。
・書き込みがエスカレートしていく様子や母親がネットいじめについて話したこと，級友が学校に来なくなったときの気持ちなどについて考えさせる。
○グループでの話し合いで，この事例の問題点について整理させる。
・主人公や友人の安易な書込みからネットいじめに発展した経緯を踏まえ，問題を回避するために必要な意識は何か話し合わせる。

・ビデオの問題事例の解説（27:59～28:50）部分を見せ，大切なことをまとめる。
○別紙資料で事例を紹介し，掲示板への書き込み等の行為が大きな影響を及ぼすこと，ネットいじめにつながる行為をしてはならないことを理解させる。

○保護者や学校への連絡，証拠データの保全（コピー，プリントアウト，保存），削除要求，警察への相談などの方法があることを理解させる。

	７　インターネットの掲示板やブログの利用時のマナーやルールについてワークシートの４に記入し，本時に学んだことを確認する。
	○ワークシートの４に各自の考えを記入させ，本時のまとめをする。
※教員用資料として，【「ネット上のいじめ」に関する対応マニュアル・事例集（学校・教員向け）】（文部科学省）参照

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/11/08111701/001.pdf


インターネット上の書き込みについて考えよう

　　年　　組　　番 氏名　　　　　　　　　
１　掲示板・ブログ・プロフがどのようなものか知っていますか。

　　a.よく知らない　　b.だいたい知っている　　c.よく知っている

[ビデオを見て]

２　主人公の書き込みから始まった掲示板でのやりとりについて，あなたはどのように感じましたか。

３　このビデオを最後まで見て，あなたはどのようなことを感じたり考えたりしましたか。

[今日の授業を通して]

４　インターネットの掲示板やブログなどを利用するときのルールやマナーについて，どのようなことを考えましたか。

５　今後、あなたはどのような行動をとろうと思いますか。

＜資料＞
１　掲示板等への誹謗中傷などの書き込みが犯罪等になった例
○長崎県の小学生が，インターネットの掲示板に悪口を書かれたことに腹を立て，書き込みをした同級生を殺害した。（平成16年６月）

○奈良県の中学生が同級生から「死ね」などのメールを送られて抑うつ状態になり，奈良県警が同級生２人を児童相談所に通告した。（平成18年９月）

○大阪府の中学生への中傷的な書き込みを放置していたなどとして，大阪府警が掲示板の管理者を名誉毀損幇助（ほうじょ）容疑で書類送検した。（平成19年４月）

○兵庫県の高校生が，同級生から携帯電話に恐喝メールを送られたり，インターネット上に悪質な嫌がらせを受けたりし，自殺した。（平成19年９月）

○茨城県の元高校生が，学校裏サイトで中傷されて高校の退学を余儀なくされたとして，元同級生とそれぞれの両親を相手取り慰謝料を求める訴訟を水戸地裁に起こした。（平成20年４月）

○福岡県の高校生が，自分のブログに中傷や悪口を書かれ，自殺した。父親が書き込みをした同級生を自殺教唆容疑で福岡県警に告訴した。（平成20年５月）福岡地検は，元同級生を侮辱の非行事実で書類送致した。（平成20年12月）
○埼玉県の中学生が，同級生のプロフに「キモい」などの書き込みを受け，自殺した。（平成20年10月）

○北海道の高校生が同級生にカメラ付き携帯電話で撮影された裸の下半身をブログで公開され，北海道警は同級生３人を児童買春・児童ポルノ禁止法違反（ポルノ製造・提供）容疑で，３人を含む５人を暴力行為（集団的暴行）容疑で書類送検した。（平成21年６月）
２　メールや書き込みで被害を受けたらどうすればよいか

○証拠を残す。
・メールのコピー，ウェブ上のデータのコピーやＵＲＬを保存し，印刷しておく。携帯電話の場合は，画面をカメラで撮影するなどして内容を保存する。
○一人で抱え込まず，すぐに保護者や先生に相談する。
○ウェブ上に掲載されている場合は，その情報が発信されているプロバイダに削除依頼を行う。

・プロバイダには，他人を誹謗中傷する情報の削除に応じる窓口がある。
○証拠のデータを持って，警察の生活安全課に行き，相談する。
〈参考資料〉　情報化社会における生徒指導の充実　H20愛知県教育委員会

　　　　　　　「ネット上のいじめ」に関する対応マニュアル・事例集（学校・教員向け）
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